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I. 研究目的

本研究は, 明治初期に始まった舞踏的遊戯を, 行

進遊戯及び唱歌遊戯に類別し, 舞踊技術の側面から, 

外からの運動文化の導入と, 内からの創造の所産 と

を明らかにし, あわせて明治教育の理想の一面を, 

舞踏的遊戯の面から, 究明しようとしたものである。

II. 研究方法

明治期に刊行された遊戯書162冊のうち, 行進遊戯・

唱歌遊戯に関する文献97冊 を, 発行年別, 対象別に

分 類 」～1)舞踏 的遊 戯 の(1)目 的」, (2)「種 類 」, (3)「順 序

方 法」 につ いて, 内容 を検討 した。 尚, 対 象文 献97冊

は, 国立国 会 図書館 明 治期刊 行 図書 目録3. 及 び 「体

育 書解題 」(野 口岩三 郎, 昭和28年, 不 昧堂)か ら抽 出

した。

III. 結 果 及び考 察

隊形変 化 系 の行 進 遊戯1に つ い てみ る と, 表1の

よ うにな る。 この表 は, 明 治18年 ～45年 の関係 著 書

30冊 につ いて, 年 代別 に隊 形変化 と歩法 につ いて ま

とめ た もの で あ り, 数字 は, 行進 遊戯 曲 目数 を示 し, 

0か こみは, 明治18年 ～29年, □か こみ は, 明治30

年 ～39年, △か こみは, 明治40年 ～45年 に み られ た曲

目で ある。 この 表 よ り, 明 治18年 ～20年 代 は 歩 きな

が ら, 円形, 十字 形, 方 形, 渦巻 等様 々 な隊形 を と

る遊 戯 が主 で あ り, 明 治30年 代 は, 隊形変 化 に加 えて, 

歩 きなが ら, チ ェー ンや ター ン, 十字 形 に手 を くむ

ム リネな ど, 手 を使 う技 術 が導 入 され, 明治40年 代

には, 隊形 は, 円形 と直 線 が 中心 とな り,「 叩 歩 」

・「鶴 鳥歩 」 な どの ス テ ップが 多 く用 い られ る。

次に フ ォー ク ・ス クウェ アー系 の行 進遊 戯 曲 目に

つ いてみ る と, 表2の よ うにな る。 この表 は, 関係

著書38冊 に み られ る85曲 目の うち, 各 著書 に 多 くみ

られ る順 に上 位22曲 目を一覧 表 に した もので あ る。

この表 よ り上 位4曲 目は, 方舞, 対舞 が 占めて お り, 

それは 明 治 中 後 期 を通 じてみ られ, 36年 頃 を境 に, 
「スケー チ ン グ・ダ ンス」や 「ス ワ ロー」 等 の円舞 や

環舞 の導 入が み られ る。

次 に唱 歌遊 戯 につ いて, 作 品 の新 出年 代 とその後

何冊 の著 書 にみ られ たか, 図表3に 示 した。 この図

表か ら, 明治20年 ～32年 頃 は新 作 品の総 数 は少 ない

が, 例 えば 「風 車」「蝶 々」の よ うに同一 教材 が長 年

に わた って採用 され, 明 治33年 ～38年 頃は新 出作 品

が 多 くみ られ, 明 治39年 以後 は, その数 は減少 して

い る。 作 品の題 材 につ い て, 自然, 生 活, 思想 ・感

情 に分 け, 図表4の よ うに, 各 項 目 に 分 類 す る と, 
「動 物 」 「自然風 物」 「遊 び」 「思 想 ・感 情 」が 多 く, さ

らに年 代 分布 をみ る と, 明 治32年 頃 か ら, 題 材 が 多

岐 にわ た り豊 富 に な って いるの が わか る。 又,「思想 ・

感 情 」 の ×印 の戦争 題材 は, 明 治32年 ～35年 及 び38

年 に集 中 してお り, そこに は,「意 地 あ らば攻 め きた

れ, 弾丸 あ れば うちかかれ 註(2)……」の歌詞 に もみ られ る

よ うに, 志気 昂 揚が うたわれ て い る。

舞踏 的遊 戯 作 品事例 をみ る と, フ ォー ク ・ス ク ウ

ェア ー系 の行 進遊 戯 は,「カレ ドニ ア ン」 に もみ られ

る よ うに, 8呼 間が動 きの長 さ の基本 とな り, ター

ンや フ ォア ・エ ン ド ・バ ック, セ ッ ト, 各 ス テ ップ

に よって構 成 されて い る。 唱歌 遊戯 は 「風車 」 「お

月様 」 「桃 太郎 」 「カラス」 の作 品事 例 か ら, 隊形変

化 系列 の行 進 と歌詞 にそ った模倣 的動作 の2要 素 を

もっ てつ くられ てい る こ とが わか り, 唱歌 の雅 楽調

か ら洋 楽調 へ の変化 に応 じて動 き も次 第 に拍子 的 と

な り, 拍子 に 則 して動作 が振 り付 け られて い るのが

み られ る。

又, 舞踏 的遊 戯 の特性 につ いてみる と, 「楽 曲 ノ快

活 ナル モ ノ ヲ以 テ運 動 ヲ助 ケ」註(3)「脚部 ノ運動 ニ アル

ヲ以 テ膝 坐 ノ習慣 アル モ ノニ取 リテハ 最 良 ノ運動 法

ナ リ」註(4)などの運 動 的価値 と共 に, 特 に唱 歌遊 戯 に関

しては,「内部 に認識 し, 感受 した る もの を外部 に表

出せ しむ る」註(鞍どの よ うに, 心 に感 じ表現 しよ う と

す る表 現 的 活 動 として, 価 値 を認め て い る。 また, 

「む か うにつ な ひ き を して ゐるの は, を とこの こで

ござい ます。 をん なの こは, こち らに し ょ うか を う

た って ゐ ます。註(6)(注, 和 服 で連 手 して円形 をつ く り

歩 く挿 絵)に も明 らか な ように, 舞 踏 的遊 戯 は, 女

性 の特 性 を止揚 す る もの としての 方向 を もち, この

こ とが, 後年 の 日本 の舞 踊観 の底 流 として、 長 く舞

踊教 育 を方 向づ け る こ とに なる と推 測 され る。

以上 の よ うな舞 踏 的遊戯 には, 明治37年 の文 部省

膿 操 遊 戯 取 調 に よ る教 材 と して の確 立 や 明 治37年, 

43年 の教科 書 の 国定化 も影 響 を与 えて い る。 また歌

詞 に あ らわ れた精神 性 につ い ては顕 著 な時代 性 が認

め られ るが こ こでは省 略 した。

註(1) 乙訓鯛助他:「舞踏行進遊戯法」 明治40年3月

(博報堂)の 類別用語を用いた。

註(2) 白井規矩郎:「実験詳説 遊戯唱歌大成」明治33年

4月(同 文館)P. 110「必勝曲」より引用。

註(3)大 村芳樹:「改正増補音楽適用遊戯の枝折」 明治

29年12月(三 木書店)P. 8

註(4)元 文部省禮操遊戯取調委員:「禮育之理論及實際」

明治39年7月(國 光社)P. 352

註(5)白 井規矩郎:「新編小学遊戯全集」 明治30年7月

(同文館)P. 3

註(6)文 部省検定 「帝国読本巻之二」明治26年9月(学

海指針社)P. 5
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表1. 行 進遊戯1 (明治18年 ～45年 の29冊 の著 書 にみ られ る年 代別 隊形変 化 と歩 法)

註) 1. 数字は行遭遊麟曲目激(総 薗目敷227)

註) 2. ○かこみ… 明泊18～29年

□ かこみ……030～39年

△ かこみ…… 々40～45年

註)3. 劇査は小学校対象文献27冊 にっいて行なった(別 記参照)

舅湘18～29年 No. 1, No2, 5, 7, 12,

'30～39牟 No.14, 15, 16, 17, 18. 20, 23, 24, 25, 27. 28, 29, 32, 36, 40, 44, 46, 48, 52, 57, 58

"40～45隼No. 65, 75, 79

表2. 行 進遊 戯2(明 治20年 ～45年 の38冊 の著 書 にみ られ る85曲 目中上位20曲 目の フォー ク・スクウェアー系)

腔) 1. 著書Noは別紀の一覧衰と

対比して示した. 

腔) 2. 数字は, 38偲 中何偲にそのの昌が

みられたかを示したものである.

旗. 働曲目蹴は, 85曲 目である.
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表3. 唱歌遊戯の新出作品とその内容(題 名) 註1) 題名 は, 6冊 以上 の ものに付け た。

2)点 線 は, その作品が著書 にでて いた年代。

3)・ は, 一作 品 を示す。
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表4. 唱歌遊 戯(明 治20年 ～45年 にお け る作 品題名 の分布)

註1)・ は一作 品 を示す

2)× は戦争題材の作

品を示す

3)総 作 品数236作 品

表5. 唱 歌遊戯(明 治20年 ～45年 に おけ る作 品題名)

註) *印 は, 高等女学生以上を対象とした作品である。
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